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秋田DNライティングの照明器具製造ライン（秋田県潟
上市）

秋田DNライティング、LED照明増産　29年に1.5〜2倍目指す

　秋田DNライティング（秋田県潟上市）は発光ダイオード
（LED）照明器具の増産に乗り出す。同市内の工場に新棟を増設
し、生産能力を2029年までに現在の1.5〜２倍に引き上げる。
27年末で製造禁止となる蛍光灯の代替需要を取り込み、収益拡
大を目指す。

　工場の増設投資は総額25億〜30億円を見込む。秋田県の企業
立地促進助成事業補助金の指定も受けた。既存ラインの再配置
やファクトリーオートメーション（FA）導入により生産効率向
上と従業員の作業環境改善をはかる。

　同社は照明部品の内製化率を高め、ユーザーのニーズに合わ
せた多品種・少量・短期間での生産を強みとする。そのために
不可欠な「人材の採用に注力する」（出口和貴社長）狙いだ。

　主要なユーザーは商業施設などで、建築デザインに合わせた形状の照明器具の需要が高まっている。より自然光に
近い発色や防水性能などへの要望も強いという。

　同社は大日本塗料系のDNライティング（神奈川県伊勢原市）が100％出資する製造子会社。
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